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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 5,543 8.3 184 △49.3 205 △46.1 147 △46.2

2024年３月期第１四半期 5,118 6.1 364 △27.1 381 △25.7 274 △20.9

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 178百万円（△46.6％） 2024年３月期第１四半期 334百万円（0.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 24.65 23.95

2024年３月期第１四半期 45.89 44.79

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 20,301 14,946 72.4

2024年３月期 21,885 16,116 72.6

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 14,708百万円 2024年３月期 15,878百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 226.00 226.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 120.00 120.00

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,400 6.8 2,400 4.1 2,480 4.1 1,780 4.6 297.74

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注1）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

（注2）2024年３月期の期末配当金の内訳 普通配当 88円00銭 記念配当 138円00銭

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 7,636,368株 2024年３月期 7,636,368株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 1,657,715株 2024年３月期 1,659,684株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 5,977,830株 2024年３月期１Ｑ 5,973,247株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

　　　注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

　　　注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用環境や賃金引上げ等の所得環境が改善する状況下にイ

ンバウンド需要の回復も相まって緩やかな回復基調にあります。一方、急速な円安が物価上昇に拍車をかけ、実

質賃金の低下が続き、国内消費は足踏み状態が続いております。また、世界的にはウクライナや中東・東アジア

情勢等の地政学リスクに加え、金融引き締めや中国経済の停滞を背景とした景気後退の懸念等、景気の先行きは

依然として不透明かつ流動的な状況が続くものと思われます。

　当社グループが属する情報サービス産業界におきましては、企業の事業構造改革や働き方改革を促進している

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）に関わる、ＩｏＴやクラウドコンピューティング、生成ＡＩ関連

市場等の拡大に加え、ハードウェアとソフトウェアの融合などがダイナミックな変革をもたらしています。

　当社グループを取り巻くマーケット環境は、デジタル技術の進化が加速し、引き続き需要が旺盛な状況が続く

ものと思われます。このような市場において、技術の知識と経験を兼ね備えた人材を確保すべく、報酬水準の見

直し、就労環境の改善等、人的資本投資の拡充を進めてまいりました。また、当連結会計年度よりスタートした

中期経営計画「Blue Wind ChapterⅡ」においても、「事業の強靭化」「ＳＸ（サステナビリティ・トランスフォ

ーメーション）への取組み」「人と組織の強靭化」を重点課題とし、市場に柔軟かつ的確に対応できる人材の育

成に向けた成長投資を積極的に行っております。さらに、持続的な事業発展には欠かせない新卒社員等の採用活

動につきましても引き続き積極的に推進しております。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は5,543百万円で前年同期比424百万円（同8.3％増）の増収と

なりました。利益面では、一部プロジェクトの収益改善や、成長分野へのシフト等が進む一方、昨年度に続く処

遇改善に加え、本年５月に創立50周年を迎え、全従業員に対し50周年記念一時金を243百万円支給したこと等によ

り、売上総利益は1,056百万円で前年同期比89百万円の減少（同7.8％減）となりました。また、採用活動や研

修・教育、エンゲージメント向上等の人的資本拡充に向けた積極投資を行っていること、処遇改善、一時金の支

給等により、販売費及び一般管理費が前年同期比89百万円増加したことから、営業利益は184百万円で前年同期比

179百万円の減少（同49.3％減）となりました。経常利益は205百万円で前年同期比175百万円の減少（同46.1％

減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は147百万円で前年同期比126百万円の減少（同46.2％減）とな

りました。なお、通期業績予想につきましては売上高・利益とも前期比増収・増益を見込んでおり、変更はござ

いません。

　当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。

（イ）システムコア事業

　今後成長が期待されるイメージセンサーなどの半導体分野並びに組込ソフトウェア開発の受注が伸長してお

ります。通信機器部品の機構設計、医療装置の設計開発業務に関しても引き続き堅調に推移していること等か

ら、売上高は995百万円（前年同期比7.9％増）となりました。一方、半導体設計に関しては受注量の減少や稼

働率の低下がみられたこと等から、セグメント利益は212百万円（前年同期比7.1%減）となりました。

（ロ）ＩＴソリューション事業

　モバイル関連ビジネスや自社開発したパッケージソフトウェアの受注がセグメント収益を牽引しておりま

す。その他のシステム開発、モバイルアプリ開発案件も契約条件の改善が進み、堅調に推移していること等か

ら、売上高は1,263百万円（前年同期比4.6％増）、セグメント利益は272百万円（前年同期比4.0%増）となり

ました。

（ハ）ネットワークサービス事業

　ネットワーク新規構築や運用・保守業務、情報セキュリティ関連など、企業や官公庁等の旺盛な需要に対

し、受注機会を的確に捉え対応できるよう積極的に人材投資を行っております。その結果、売上高は3,283百

万円（前年同期比9.9％増）となりました。一方、人材確保のための採用活動が順調に進み、新卒新入社員に

対する基礎教育等、持続的成長に向けた投資が増加したこと等から、セグメント利益は570百万円（前年同期

比10.0%減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は11,849百万円となり、前連結会計年度末に比べ832百万円減

少いたしました。これは主に、有価証券が602百万円増加した一方で、現金及び預金が876百万円、受取手形、売

掛金及び契約資産が549百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。固定資産は8,452百万円となり、

前連結会計年度末に比べ751百万円減少いたしました。これは主に、投資有価証券が717百万円減少したこと等に

よるものであります。

　この結果、総資産は20,301百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,583百万円減少いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は3,324百万円となり、前連結会計年度末に比べ494百万円減少

いたしました。これは主に、流動負債のその他に含まれる預り金が429百万円増加した一方で、賞与引当金が874

百万円、未払法人税等が293百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。固定負債は2,030百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ80百万円増加いたしました。これは主に、退職給付に係る負債が73百万円増加した

こと等によるものであります。

　この結果、負債合計は5,355百万円となり、前連結会計年度末に比べ413百万円減少いたしました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は14,946百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,169百万円減

少いたしました。これは利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純利益により147百万円増加する一方で、

配当の支払により1,350百万円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年４月30日付「2024年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予

想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,699 4,822

受取手形、売掛金及び契約資産 4,948 4,399

有価証券 1,800 2,403

原材料及び貯蔵品 0 0

その他 233 224

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 12,681 11,849

固定資産

有形固定資産 748 746

無形固定資産 81 80

投資その他の資産

投資有価証券 6,925 6,208

その他 1,447 1,416

投資その他の資産合計 8,373 7,625

固定資産合計 9,203 8,452

資産合計 21,885 20,301

負債の部

流動負債

買掛金 250 222

未払法人税等 371 77

資産除去債務 9 4

賞与引当金 1,696 821

工事損失引当金 0 －

その他 1,492 2,197

流動負債合計 3,819 3,324

固定負債

退職給付に係る負債 1,669 1,743

資産除去債務 97 104

その他 182 182

固定負債合計 1,949 2,030

負債合計 5,769 5,355

純資産の部

株主資本

資本金 1,448 1,448

資本剰余金 1,671 1,671

利益剰余金 13,695 12,492

自己株式 △1,164 △1,162

株主資本合計 15,651 14,449

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 418 480

退職給付に係る調整累計額 △191 △222

その他の包括利益累計額合計 227 258

新株予約権 237 238

純資産合計 16,116 14,946

負債純資産合計 21,885 20,301

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 5,118 5,543

売上原価 3,992 4,486

売上総利益 1,126 1,056

販売費及び一般管理費 761 871

営業利益 364 184

営業外収益

受取利息 11 13

受取配当金 5 6

その他 0 1

営業外収益合計 17 21

経常利益 381 205

特別損失

固定資産除却損 0 1

特別損失合計 0 1

税金等調整前四半期純利益 381 204

法人税等 107 57

四半期純利益 274 147

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 274 147

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 274 147

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 70 62

退職給付に係る調整額 △10 △30

その他の包括利益合計 60 31

四半期包括利益 334 178

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 334 178

非支配株主に係る四半期包括利益 0 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 6 -

㈱ＫＳＫ（9687）
2025年３月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

　当連結会計年度よりスタートした中期経営計画「Blue Wind ChapterⅡ」では、基本方針として掲げる「事業の

強靭化」の一環として、事業ポートフォリオの見直し、検証を進めてまいります。このため今後、事業セグメン

トごとの収益に個別に対応する費用の重要性が相対的に高まることが見込まれます。その結果、事業セグメント

ごとの損益管理をより精緻に行う必要性が高まることから、売上高と売上原価をより適切に対応させるため、従

来、一般管理費として計上していた拠点の移転・拡張に伴う物品費、修繕費、減価償却費等の費用につきまして

は、当第1四半期連結会計期間より、売上原価に計上するよう変更しております。当該変更は遡及適用され、従来

の方法に比べて、前第1四半期連結累計期間の売上原価は20百万円増加し、同期間の売上総利益並びに販売費及び

一般管理費は同額減少しております。なお、当該変更による営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期

純利益及び１株当たり情報に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算しております。

(単位：百万円)

システムコア事業
ＩＴソリュー

ション事業

ネットワーク

サービス事業
合計

売上高

外部顧客への売上高 922 1,208 2,987 5,118

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 1 0 1

計 922 1,210 2,988 5,120

セグメント利益 229 262 634 1,126

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,126

セグメント間取引消去 －

全社費用(注) △761

四半期連結損益計算書の営業利益 364

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。
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(単位：百万円)

システムコア事業
ＩＴソリュー

ション事業

ネットワーク

サービス事業
合計

売上高

外部顧客への売上高 995 1,263 3,283 5,543

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 1 2 3

計 995 1,265 3,285 5,546

セグメント利益(※３) 212 272 570 1,056

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,056

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △871

四半期連結損益計算書の営業利益 184

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に関する注記に記載の通り、当連結会計年度よりスタートした中期経営計画「Blue 

Wind ChapterⅡ」では、基本方針として掲げる「事業の強靭化」の一環として、事業ポートフォリオ

の見直し、検証を進めてまいります。これを機に、事業セグメントごとの損益管理をより精緻に行う

必要性が高まることから、売上高と売上原価をより適切に対応させるため、従来、全社費用として計

上していた拠点の移転・拡張に伴う物品費、修繕費、減価償却費等の一般管理費に関しては、拠点の

移転・拡張ごとに対象となる事業セグメントを特定し、事業セグメントごとの費用として計上するこ

ととし、セグメント利益の算定方法を変更しております。当該変更は遡及適用され、従来の方法に比

べて、前第1四半期連結累計期間の「システムコア事業セグメント」のセグメント利益は13百万円、

「ITソリューション事業セグメント」のセグメント利益は4百万円、「ネットワークサービス事業セグ

メント」のセグメント利益は2百万円、それぞれ減少しております。

一方、従来、「ネットワーク事業セグメント」費用としてセグメント利益に反映しておりました、当

社の連結子会社である(株)KSKテクノサポートにおける総務・経理部門等、管理部門に係る費用につき

ましては、当社の連結財務諸表上における(株)KSKテクノサポートの重要性が年々高まるなか、事業セ

グメント間の収益力をより的確に把握できるよう、業績管理手法を見直し、当社同様に全社費用に表

示する方法に変更しております。当該変更は遡及適用され、従来の方法に比べて、前第1四半期連結累

計期間の「ネットワーク事業セグメント」のセグメント利益は97百万円増加しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（2023年４月１日から

2023年６月30日まで）

当第１四半期連結累計期間
（2024年４月１日から

2024年６月30日まで）

減価償却費 22百万円 31百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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